
第２学年道徳学習指導案 
                        日時  平成１７年１０月１３日（木）５校時 
                        児童  男１３名 女４名 計 17 名 
                        授業者 片山 裕子 
 
１， 主題名 みんなのものを大切に（４－（１）公徳心・規則の尊重） 
 
２， きいろいベンチ  （出典 「道徳」２年 東京書籍） 
 
３， 主題設定の理由 

（１）価値について 
本単元における内容項目４－（１）は、「みんなが使うものを大切にし、約束や決まりを守

る」を内容としている。これは、生活を送る上で必要とされる公徳心や社会規範を守ること

のできる児童の育成をねらいとしている。低学年の子どもたちは、学校という集団を通して

社会の基本的ルールを学ぶ。集団で生活するためには、みんなが使うものは人に迷惑をかけ

たりせず自分の物と同様に大切に扱い、みんなが気持ちよく生活できるようにしようとする

心構えを持たせるようにしたい。さらにみんなと約束したことやみんなで守ろうと決められ

ていることは、しっかり守ろうとすることが大切であることを理解させたい。そのためには、

公共物や公共施設の使い方や利用の仕方に目を向けることで、なぜ大切に扱わなければなら

ないかを十分に考えさせ「みんなが使うものだから大切にしよう」という意識を育てていき

たいと考える。 
この時期の児童は、自分の欲望のままに振る舞ったり、自分勝手な行動をとったりしがち

である。これは自己中心的な考えが強く、人との関わりの中に自分が存在しているというこ

との自覚が欠けているためと考えられる。 
そこで、本時は総合単元「ふかめる」段階の「道徳の時間」として、「であう」の「道徳の

時間」でつかんだ「学級のみんなが使う物は大切に扱う」という心情を土台に、総合単元と

組んだ活動と関わらせながら他者への意識を深め、公共の場を使用するときは約束やきまり

を守り、人に迷惑をかけないように使おうとする態度を育ませたいと考え本主題を設定した。 
 

（２）児童の実態 
２年生の児童は、明るく活動的な子供たちであり、休み時間に遊んだボールをしっかりと

片付けたり、春探しの探検に出かけた時には落ちていたゴミを拾ったりしている。その反面、

他人の立場を考えることが難しく図書館の本を乱暴に扱ったり、プール学習で使用するビー

ト板の使用の仕方が乱暴だったりもする。みんなの物は大切にしなければならないというこ

とはわかってはいるが、誰も見ていないと「自分くらいならいいかな」「このくらいなら許さ

れるだろう」といった自分本位な考え方をして自分勝手な行動をしがちである。自分が友達

から受けた迷惑には腹を立てるが、自分がしている自分勝手な行為が他の人に迷惑をかけて

いることには気づいていない。また、2 学期の学級活動として行ったオリエンテーションで

は、2 学期の生活を気持ちよく送るためにはどのようなことが大切かをみんなで考えていく

ことを伝え課題を持たせるとともに、児童に「みんなで使う場所や物の使い方」や「きまり」

についての意識調査を行った。その結果、ほとんどの児童が、「みんなで使うものは大切に使

っている」と答えている。しかし、大切に使うわけとしては、「みんなのものだから」と言う

理由が多いが、大切に使わなければ自分や友達がいやな思いをしたり、迷惑をかける原因に

なると言うことにはまだ気付いていない。また、決まりについては、「きまりや約束はしから

れるといやだから守る」とか、「みんなで決めたからなんとなく守る」といった消極的な考え

が多かった。 
そこで、このような児童に総合単元的な道徳学習を通して、公共物を大切につかうことや



他人に迷惑をかけないように気をつけること、また、自分もみんなも気持ちよくくらすため

に約束やきまりがあることに気付かせ実践的態度へとつなげたい。 
 
（３）資料について 

     雨上がりの公園でたかしたちは、公園のベンチに泥の付いた靴のままあがって紙飛機を飛

ばして夢中で遊んでいた。しばらくして、女の子がそのベンチに座りスカートを汚してしま

う。女の子とその祖母のやりとりを見聞きしていた二人は、自分たちがベンチを汚したため

に女の子のスカートが汚れてしまったことに気づくという内容である。 
衝動的な行為や自分本意な行動が、思わぬところで迷惑をかけていることに気づき反省す

る主人公の姿は、子供たちの生活場面でも身近にあり得ることであり、たかしたちの行動や

気持ちに共感しながら自己を見つめさせることができると考えられる。約束やきまりを破る

人の身勝手さを、迷惑をかけられた立場から考えることができ、みんなが使う物を大切にし、

自分もみんなも気持ちよくくらすためにどうしたらよいかを考えることができる適切な資料

である。 
   
 （４）指導にあたって 
   ①単元について 

      本単元「であう」段階では、「オリエンテーション」として学級目標を確認し個人目標を

決める活動を通して、2 学期を楽しく気持ちよい生活を送りたいという意識をもたせられる

ようにしていく。また、「水泳大会」「プール納め」や「サラダパーティ」などの行事や学習

活動と関連づけながら、道徳の学習『やぶれた本』では身近なみんなが使うものを大事に扱

い、ほかの人に迷惑がかからないような使い方をすることの大切さについて考えさせたい。 
      「ふかめる」段階においては、「町内清掃」の活動を通して学校内のものから地域へと視

点を広げ、道徳の学習『きいろいベンチ』では公共施設を大切にし、約束やきまりを守るこ

とが、明るく楽しい生活につながることに気づかせ、社会や集団の一員として他者のことを

考えることを通して、みんなが気持ちよく生活するために、約束やきまりを守ろうとする実

践への意欲をもたせる指導をしていく。 
      「ひろげる」段階においては、学級や児童会のきまりに照らし合わせて生活を見直したり、

生活科の町探検野活動を実施したりすることを通して、公共の物や場所を大切にしていこう

とする実践的な態度を身につけさせていきたい。 
 
②本時について 

     「つかむ」段階では、図書館のきまりや本の扱い方を想起させ、本時の価値への方向付け

を行いたい。 
     「とらえる」段階では、場面の状況を捉えさせるために、挿絵の拡大図や紙板書を活用し、

視覚に訴えることで理解を促したい。 
     「ふかめる」段階では、公園のベンチを汚してしまったことにも気づかないほど紙飛行機

を飛ばすことに夢中で遊んでいる二人の気持ちに共感させる。その後、迷惑をかけられたお

ばあさんの様子や言葉を通して、身勝手なことをする人がいると嫌な思いをする人が出てく

るということをとらえさせ、みんなが気持ちよく生活するために約束やきまりがあることに

気づかせ、ねらいとする価値へ迫りたい。  
「まとめる」段階では、これまでの生活を振り返り、公共物に対して決まりを守って大切

に使ったり、行動したりした経験を紹介しあうことで、価値の内面的自覚を図りたい。 
     「あたためる」段階では、ゲストティチャーの話を聞くことで今後の実践への意欲へと結

びつけていきたい。 
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４，総合単元的な道徳学習の構想
単元名 みんなのものだよ
ねらい みんなの使うものや場所を大切にし、約束やきまりを守り人に迷惑をかけないようにしようとする態度を育てる。

段階 時期 児童の意識の流れ 学級活動・体験的活動 各教科 日常指導・その他
８月 ・２学期もがんばろう。
３週 ・廊下を走らないようにし

よう。
・遊んだ後のボールの後始
末をしよう。

で ・トイレをきれいに使うよ
うにしよう。

・○○さんがきまりを守っ
て行動していたよ。

あ
９月 ・ビート板の後始末をしっ
１週 かりできたよ

・プールの決まりを守って
楽しく泳いだよ。

、 。う ・プールさん ありがとう
・来年も約束を守って気持
ちよく勉強したいな。

２週 ・学級や図書室本を丁寧に
扱わないといけないな。

・後の人のことも考えて、
本箱にきちんと戻すよう
にしよう。

・破れた本を見つけたら修
理して戻すようにすると
いいね。

３週 ・いろいろ読みたい本がた
くさんあるよ。

・マナーや決まりを守って
生き物について調べる

ふ よ。

４週 ・登校するとき、ゴミを見
つけたよ。

か ・まちのいろいろなところ
にゴミが捨てられている
なあ。

・だれが捨てるのだろう。
め ・ポイ捨てをしないように

月 しよう。10
２週 ・進んでゴミ拾いをしよ

う。
る

３週 ・自分の都合だけでなく、
みんなのことを考えない
と迷惑がかかるんだな。

・みんなが気持ちよく使う
ために約束やきまりがあ
るんだな。

・みんなで使う場所を大切
にしたいな。

ひ ４週 ・学校をきれいに掃除しよ
う。

ろ ・約束やきまりを守って、
町探検をしよう。

げ ・これからも約束やきまり
を守って気持ちよく 生

る 活したいな。

学級活動
「今日から２学期」(オリエンテー
ション)
学級目標を確認し、みんながき

まりを守って気持ちよく２学期の
生活を送ろうという意識をもつ。

帰りの会
「今日のピカリ賞」
みんなで使うものや場所を
大切にしたり、めあてや決ま
りを守って努力をしていた友
達を紹介しあう。

学校行事
｢校内水泳大会」
「プール納め」
プールの使い方を振り返り、

楽しく活動できたことに感謝す
る。

生活科
「サラダパーティーを開
こう 」。
調理器具を大切に扱い
サラダをつくる。

道徳の時間
主題名 みんなのもの ４－（１）公徳心・規則の尊重
資料名「やぶれた本」 〔出典 文溪堂 ）
ねらい みんなで使うものや場所を大切にし、人に迷惑をかけないよう

にしようとするようとする態度を養う。

学級活動
「本となかよし」

、図書室のきまりを守り
本を大切に取り扱ってい

。こうとする意識を高める

国語
「海の中の生きもの」
図書館利用のマナーやきまりを

守りながら、自分が選んだ海の生
き物について調べる。

児童会活動
「町内清掃」
みんなの住む町を大切に思
いきれいにしようとする気
持ちを持つ。

心のノート
「 」みんなのものを大せつに
ｐ６４～ｐ６５
みんなで使う場所のきま

りについて話し合い、なぜき
まりが大切なのか気づく。

道徳の時間
主題名 みんなのものを大切に ４－（１）公徳心・規則の尊重
資料名「きいろいベンチ 」 （出典 東京書籍）
ねらい みんなが使うものを大切にし、約束やきまりを守ろうとする態

度を養う。

学級活動
「くらしをみなおそう」
みんなが使うものを大切

にし、約束や決まりを守っ
て生活できているかを見直
す。

生活科
「町となかよし」
町たんけんを通し

て、商店街や公共施
設などの利用のしか
たに気をつけ、約束
や決まりを守って活
動をする 。

清掃指導
「学校クリーン
大作戦」
みんなで使う学

校を大切にしよう
とする気持ちを持
ち、きれいに掃除
をする。

みんなが使うものを約束やきまりを守って大切に使おうとする子ども



5, 本時の指導 
 
（1）ねらい    
   みんなが使う物を大切にし、約束やきまりを守ろうとする態度を育てる。 
 
（2）展開 
段階 学習活動・教師の働きかけ 予想される児童の反応 支援と指導上の留意点 
つ

か

む

5
分 

１，本が破れた原因を図書館のきまりに照

らし合わせながら考える。 
○本がやぶれてしまったのはどうしてで

しょう。また、どんな困ったことがあり

ますか。 

・大切に扱わなかった。 
・袋にきちんと入れなかった。 
・ページがばらばらで読めない。

・気持ちよく読めない。 

・みんなで使う場所のき

まりについて既習の

「こころのノート」を

使って想起し、本の破

れた原因を発表しあい

価値への方向付けを行

う。  
と

ら

え

る 
5
分 

2，「きいろいベンチ」を読んで、資料の状

況をとらえる。 
 

 ・場面の状況をとらえや

すくするために、挿絵

の拡大図や紙板書を用

意する。 

 
 
ふ 
 
か 
 
め 
 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20
分 

3，たかしやてつおの気持ちを中心に話し

合う 
○ベンチの上から紙飛行機をとばして遊

んでいたとき、二人はどんな気持ちだっ

たでしょう。 
 
 
 
○スカートの泥を落としながら、おばあさ

んはどんなことを思ったでしょう。 
 
 
 
 
 
◎「はっ」として顔を見合わせた二人は、

どんなことを考えたでしょう。 

 
 
・楽しいな 。 
・ベンチの上からとばすとよく飛

ぶぞ。 
・もっと遠くまで飛ばそう。 
 
 
・スカートがこんなに汚れてしま

った。 
・ベンチをこんなに汚してしまっ

たのは誰だろう。 
・ 困ったなあ。 
 
 
・ベンチに乗らなければよかった

な。 
・女の子に悪いことをしたな。 
・僕たちのせいでスカートが汚れ

てしまったんだな。 
・今度からは、みんなが使うもの

は気をつけて使おう。 
・みんなが使うところは、人に迷

惑をかけないようにきまりを

守って使おう。 

・疑似体験を取り入れ、

泥の付いた靴でベンチ

に乗り、夢中で飛行機

を飛ばして遊んでいる

二人の気持ちに共感さ

せたい。 
 
 
 
・おばあさんの姿や言葉

を通して迷惑を受けた

相手の気持ちにも気づ

かせたい。 
 
 
・自分本位の行動が、女

の子やおばあさんに迷

惑をかけてしまったこ

とに気づいた二人の気

持ちをおさえながら話

し合う。 
・みんなが気持ちよく使

うためには、約束やき

まりを守らなければな

らないことをとらえさ

せたい。 



ま

と

め

る

10
分 

4，自分たちの生活を振り返る。 
○みんなが気持ちよくくらせることを考

えて、きまりの中で守っていることはど

んなことですか。また、どんな気持ちに

なりますか。 

・学級図書を元通りの場所に返す

ようにしている。 
・トイレをきれいに使うようにし

ている。 
・落ちているゴミを拾うようにし

ている。 

・今までの自分の行動を

振り返らせながら、今

後の実践へと結びつか

せたい。 
・ワークシートに書き発

表させる。 
あ

た

た

め

る

５

分 

５，ゲストティーチャーの話を聞く。  
  
 

 ・子ども会活動等で約束

やきまりを守って公民

館を使用したことで、

後から使う地区のみん

なが気持ちよく使うこ

とができた話をしてい

ただき、今後の実践へ

の意欲付けをしたい。

 
 
 
 
6， 板書計画 
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た
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に
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ふ
く
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・
ゆ
ず
り
あ
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き
い
ろ
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ベ
ン
チ 

つ
づ
い
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 雨

ひ
こ
う
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ベ
ン
チ
の
上
か
ら
と
ば
そ
う
よ
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・
た
の
し
い
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・
ベ
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も
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と
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ど
ろ
だ
ら
け
の
ベ
ン
チ 

っ
て
、
ス
カ
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よ
ご
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ま
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・
こ
ま
っ
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・
だ
れ
が
よ
ご
し
た
の
か
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７，資料分析 
 

雨上がりの天気のよい日、たか

しとてつおは近くの公園に飛行

機を飛ばしに行く。飛行機を良く

飛ばすために二人はどろ靴のま

ま黄色いベンチの上に乗り夢中

になって遊んだ。 

公園に女の子とおばあさんが

やって来た。女の子は、泥のつい

たベンチに腰かけてスカートを

汚してしまう。おばあさんが女の

子のスカートの泥を落としてあ

げる。 

おばあさんと女の子の様子を

見た後、たかしとてつおは、思わ

ず顔を見合わせ、自分たちのした

ことに気付いた。 

（たかし・てつお） 

・ 楽しいな。 

・ ベンチに上がった方が良く

飛ぶぞ。 

・ もっともっと飛ばしたいな。 

・

・

（

・

・

（たかし・てつお） 

・ ベンチはみんなが使う物だ。

気をつけて使おう。 

・ みんなが使う物を汚して悪

かったな。めいわくをかけて

しまったな。 

ベンチの上から夢中になって

飛行機を飛ばして遊んでいた二

人の気持ちに共感させる。 

様

立

言

付

を

ベンチに上がって紙飛行機を

飛ばしていた時、たかし君とてつ

お君は、どんな気持ちだったのだ

ろう。 

お

た

落

し

で

 
場 
 
 
面 
 
 
 
主 
人 
公 
の 
心 
の 
動 
き 
 
 
 
 
把 
 
 
握 
 
 
 
 
 
発 
 
 
問 
 
 

（おばあさん） 

 誰が汚したのだろう。 

 スカートが汚れてしまって

困ったわ。 

たかし・てつお） 

 おばあさんにしかられるか

もしれない。 

 スカートを汚した女の子に

悪かったなあ。 
おばあさんと女の子の言葉や

子から、迷惑をかけられた人の

場や気持ちを考える。 

顔を見合わせた、たかしとてつ

おは、どんなことを考えたか、自

分たちに置き換えて考えさせる。

 

女の子の様子やおばあさんの

葉から迷惑をかけたことに気

き始めたたかしたちの気持ち

考える。 

スカートの泥を落としている

ばあさんはどんな気持ちだっ

でしょう。 

はっとして顔を見合わせた、た

かし君とてつお君は、この後どん

なことを考えたでしょう。 

おばあさんがスカートの泥を

としているのを見たとき、たか

君たちは、どんなことを考えた

しょう。 


